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物  質  名 クロロメタン ＤＢ－22 

別   名 
塩化メチル 
モノクロロメタン 
メチルクロリド 

C A S 番号 74-87-3 
PRTR 番号 第 1 種 96 
化審法番号 2-35 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分 子 式 CH3Cl 分 子 量 50.49 1） 
沸 点 －23.7 ℃ 1） 融 点 －97 ℃ 1） 
蒸 気 圧 4,300 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 2.06 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.913） 水 溶 性 5,320 mg/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 2,200 ppm (6ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 1,800 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 5,300 mg/m3 (4ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・C57BL/6 マウスに 0、30.9、103、206、309、824 mg/m3 を 11 日間（22 時間/日）吸入させた

結果、206 mg/m3 以上の群で用量に依存した小脳顆粒細胞の変性を認め、309 mg/m3 以上の群

で死亡もみられた。また、309 mg/m3 群で神経機能の減退を認め、824 mg/m3 群で門脈周囲性

肝細胞の変性または壊死を認めたが、腎臓組織の異常は認めなかった。この結果から、NOAEL
は 103 mg/m3(暴露状況で補正；94 mg/m3）であった 6）。 

・Fischer 344 ラット及び B6C3F1 マウスに 0、103、465、2,065 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5
日/週）吸入させた結果、マウスでは 2,065 mg/m3 群で死亡率増加、神経機能的障害、小脳の

変性（顆粒層の変性と萎縮）、肝細胞の変性、尿細管上皮の過形成、精細管の変性・萎縮、

脾臓の萎縮及びリンパ球減少を認めたが、465 mg/m3 以下の群ではこれらの症状を認めなか

った。ラットでは 2,065 mg/m3 で加齢とは無関係の精細管の変性・萎縮を認めた 7）。この結

果から、マウス及びラットで NOAEL は 465 mg/m3（暴露状況で補正；83 mg/m3）であった。

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344 ラットに 0、309、978.5、3,090 mg/m3 を間欠的に暴露（10 週間吸入させた後、10
週間の回復期間を置く）した二世代試験の結果、3,090 mg/m3 群の F0 世代の父ラット全てに

精細管の変性と萎縮を認め、さらに一部で副睾丸の精子肉芽腫発生頻度の増加を認めた。ま

た、978.5 mg/m3 群の父ラットで、生殖能力の有意な減少を認めた。F1 世代では、978.5 mg/m3

群の出生仔で雄の比率の減少を認めたのみであった 8）。この結果から、NOAEL は 309 mg/m3

であった。 
・Fischer 344 ラット及び C57BL/6 マウスに 0、206、1,032、3,098 mg/m3 を妊娠 6 日目から 18

日目まで吸入させた結果、3,090 mg/m3 群の母マウスで泌尿器からの出血や猫背姿勢、震え、

運動失調等の過度な病的状態がみられ、小脳顆粒層の神経細胞の壊死を認めた。また、1,032 
mg/m3 以上の群のマウス胎仔で心臓奇形の発生率の有意な増加を認めた。ラットでは胎仔に

奇形を認めなかったが、3,090 mg/m3 群の胎仔で骨化の遅延を認めた 9，10)。さらに、C57BL/6
マウスに 0、516、1,032、1,548 mg/m3を妊娠 6日目から 18日目まで吸入させた結果、1,548 mg/m3
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群の母マウスで運動失調、震え、痙攣、接触と音に対する過敏な反応、死亡、有意な体重増

加の抑制及び胎仔数の増加を認め、1,032 mg/m3 以上の胎仔で奇形の発生を認めた 10)。これ

らの結果から、NOAEL は 516 mg/m3 であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は主に吸入により吸収されるが、皮膚からも吸収される 11)。本物質は中枢神経系の抑

制作用を持ち、2～3 時間の暴露で中毒の典型的な所見や徴候が現われる。所見、徴候は、頭

痛、吐き気、嘔吐、首の痛み、食欲の喪失、めまい、視覚のぼやけ、運動失調、錯乱、言語

の不明瞭化、手と口唇の震え、複視、まぶたの下垂と単収縮、筋肉痙攣、強直性発作、記憶

喪失、幻覚、呼吸不全、意識不明、昏睡、死亡である 12, 13, 14, 15, 16)。  
・合成ゴム製造工場で、推定 500 ppm 以上の暴露を受けた労働者 15 人では、視力障害、目ま

い、衰弱、嘔吐、睡眠障害、筋肉不調、高体温と頻脈の重度の中毒症状がみられたが、10～
30 日後には回復した 17)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 18) 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 19) TLV-TWA 50 ppm（103 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 20） 50 ppm（103 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 465 mg/m3（小脳の変

性、精細管の変性・萎縮など）を採用し、暴露状況で補正した 83 mg/m3 を暫定無毒性量等とし

て設定する。 
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